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会員のひろば

働けることの喜び 乾谷　小西弘二

わたしなりに長く・楽しく 桜が丘３丁目　竹谷麗子

シルバー人材センターという所ができ、どういう仕事をする場所なのかを知らなかった

けど、高齢者でも仕事ができることを知り、まもなくして会員になりました。年をとって

も色々な仕事があり、自分にあった仕事が選べるので働きやすいと思います。 

ぼくは、今は草刈りを希望し、精華町内の草刈りをしています。年に２回の草刈りと刈

った草を運んだりしています。１回の草刈りに４～５日かかります。年齢と共に体の動き

もしんどくなり思うように働けません。日にちも長くかかってしまいます。でも、少しで

も働ければと頑張っています。 

チームは、なかなかうまくいかず、悩んだりもします。できれば気の合う人を選んでほしいと思います。もう

少し会員の意見も取り入れていただければ、もっと楽しく働けると思います。 

高齢化社会になっている現在、シルバー人材センターはなくてはならないものだと思います。 

働く意欲もわいてくると思います。これからも、頑張りたいと思います。 

わたしがシルバー人材センターに入会させていただいて、とても長い年月が経ってしま

っていると思います。何もできないわたしが、ここまで続けてこられたのはシルバー人材

センターの皆さま方の大きな力があったからだと思っております。どんなわがままも大き

く受けてくださり、その人に合うように何も言わずに見守っていだだけたからだとありが

たく思っております。 

そして楽しく仕事をさせていただき、サロン・文化教室にも参加させていただいており

ます。先生方も皆さんもとても良い方々ばかりで学びやすく気軽に加わらせてもらってお

ります。 

これからも少しずつですがわたしなりに無理のないように頑張っていきたいと思っております。 

『シルバーせいか』 
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